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竹
内
良
雄
さ
ん
の
定
年
退
職
を
送
る

長
堀
祐
造

経
済
学
部
教
授
（
中
国
語
）
竹
内
良
雄
さ
ん
が
こ
の
三
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
。
本
誌
編
集
委
員
会
は
退
休
記
念
特
集
を
企

画
し
た
が
竹
内
さ
ん
は
固
辞
さ
れ
た
の
で
、
本
号
扉
に
「
退
休
記
念
号
」
と
題
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
文
学
部
の

関
根
謙
さ
ん
（
本
誌
初
代
編
集
責
任
者
）
と
と
も
に
、
日
吉
紀
要
刊
行
委
員
会
委
員
長
と
し
て
本
誌
創
刊
に
尽
力
さ
れ
た
竹
内
さ
ん
の

功
に
鑑
み
、
本
号
編
集
委
員
及
び
経
済
学
部
中
国
語
部
会
の
同
僚
と
い
う
資
格
で
、
個
人
的
な
感
想
を
交
え
な
が
ら
竹
内
さ
ん
の
経
歴
、

業
績
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
筆
者
の
希
望
は
聞
き
入
れ
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
送
別
の
辞
を
草
す
る
次
第
で
あ
る
。

竹
内
さ
ん
は
、
一
九
四
五
年
八
月
、
日
本
敗
戦
の
直
前
に
東
京
都
練
馬
区
に
生
ま
れ
た
。
都
立
大
泉
高
校
時
代
は
ボ
ー
ト
部
の
選
手

（
コ
ッ
ク
ス
）
と
し
て
な
ら
し
た
。
本
塾
端
艇
部
も
合
宿
所
を
持
つ
埼
玉
県
戸
田
市
の
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
に
は
氏
の
少
年
時
代
の
足
跡
も

残
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

そ
の
後
、
一
九
六
五
年
、
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
中
国
文
学
科
に
入
学
。
日
本
に
お
け
る
魯
迅
研
究
の
先
駆
者
、
竹
内
好
氏
は
六
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〇
年
安
保
闘
争
時
に
す
で
に
岸
内
閣
に
抗
議
し
て
都
立
大
学
を
去
っ
て
い
た
が
、
そ
の
学
生
た
ち
が
院
生
と
し
て
在
籍
し
て
お
り
、
竹

内
好
の
影
響
が
竹
内
良
雄
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
竹
内
さ
ん
は
竹
内
好
氏
の
謦
咳
に
接
し
た
最
後
の
お
弟
子
さ
ん

の
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
六
九
年
、
竹
内
さ
ん
は
都
立
大
学
中
文
専
攻
の
大
学
院
修
士
課
程
に
進
学
す
る
が
、
折
し
も
大
学
闘

争
の
真
っ
只
中
。
お
そ
ら
く
は
全
共
闘
シ
ン
パ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
指
導
教
授
は
今
村
与
志
雄
氏
、
生
活
面
で
は
竹
内

実
氏
に
も
随
分
お
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
卒
論
は
松
枝
茂
夫
氏
に
提
出
し
た
と
の
こ
と
。
唯
一
健
在
の
竹
内
実
氏
と
は
今

も
お
付
き
合
い
が
あ
る
そ
う
だ
。
こ
の
あ
た
り
の
師
弟
関
係
や
先
輩
後
輩
関
係
は
後
述
の
竹
内
さ
ん
の
業
績
に
も
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。

脇
道
に
そ
れ
る
が
、
私
が
竹
内
さ
ん
か
ら
聞
い
た
昔
話
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
ま
ず
竹
内
好
氏
の
葬
儀
で
の
こ
と
。
一
九

七
七
年
三
月
に
氏
は
亡
く
な
る
が
、
そ
の
葬
儀
で
弔
事
を
読
ん
で
い
た
、
同
じ
く
著
名
な
魯
迅
研
究
者
で
魯
迅
か
ら
直
接
個
人
教
授
を

受
け
た
経
験
を
持
つ
増
田
渉
氏
が
心
筋
梗
塞
で
突
然
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
不
帰
の
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
衝
撃
的
な
出
来
事
で
、
当
時
大

学
三
年
だ
っ
た
私
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
春
休
み
中
で
、
読
書
会
の
合
宿
で
伊
豆
に
向
か
う
朝
の
新
聞
で
読
ん
だ
記
憶
が
あ

る
。
竹
内
さ
ん
は
こ
の
場
に
主
催
者
側
と
し
て
参
列
し
て
お
り
、
こ
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
目
撃
し
て
い
た
。
葬
儀
委
員
長
だ
っ
た
埴
谷

雄
高
氏
が
て
き
ぱ
き
と
指
示
を
出
し
て
増
田
氏
を
病
院
に
搬
送
す
る
手
配
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
私
た
ち
の
世
代
か
ら
す
る
と
、
こ

こ
に
登
場
す
る
竹
内
好
、
増
田
渉
、
埴
谷
雄
高
と
い
っ
た
人
た
ち
は
す
で
に
歴
史
的
人
物
で
ス
タ
ー
的
存
在
だ
っ
た
か
ら
、
こ
う
い
う

話
は
興
味
深
か
っ
た
。
私
は
竹
内
好
氏
と
会
う
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
七
六
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
が
、
東
大
本
郷
の
中
文
科

に
い
た
頃
、
中
文
研
究
室
の
隣
の
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
に
入
っ
て
い
く
好
氏
の
後
ろ
姿
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
先
輩
か
助
手
の
誰
か
が
、

あ
れ
が
好
氏
だ
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
覚
え
て
い
る
。
そ
こ
で
竹
内
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
る
竹
内
好
氏
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
何
と
な
く
有
り
難
み
が
増
す
の
だ
っ
た
。
そ
の
他
、
竹
内
さ
ん
が
竹
内
実
氏
の
何
か
の
お
祝
い
の
会
に
出
か
け
た
話
も
記
憶

に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
共
闘
運
動
の
頃
の
こ
と
と
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
と
思
っ
た
が
、
こ
の
辺
り
に
な
る
と
、
竹
内
さ
ん
の
口
は
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重
く
な
る
。
竹
内
実
氏
は
あ
の
世
代
の
日
本
の
魯
迅
研
究
者
の
中
で
は
珍
し
く
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
に
関
し
て
早
く
か
ら
一
定
の
認
識
が
あ

り
、
中
共
、
毛
沢
東
そ
れ
に
竹
内
好
の
魯
迅
評
価
か
ら
一
定
の
距
離
を
保
持
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
辺
の
こ
と
も
竹
内
さ
ん
か
ら
聞
い

て
み
た
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
ま
た
こ
れ
か
ら
の
お
楽
し
み
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
都
立
大
の
修
士
課
程
を
経
て
社
会
に
出
た
竹
内
さ
ん
で
あ
る
が
、
当
時
の
中
文
科
大
学
院
出
身
者
に
そ
う
そ
う
専
任
職
が
あ

る
は
ず
も
な
く
、
平
凡
社
や
集
英
社
な
ど
で
編
集
の
仕
事
や
翻
訳
な
ど
を
手
が
け
る
。
平
凡
社
で
は
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
現
代
史
』
シ
リ

ー
ズ
の
16
、
竹
内
実
編
『
文
化
大
革
命
』（
一
九
七
三
年
）
所
収
の
井
岡
山
兵
団
著
「
智
を
も
っ
て
王
光
美
を
と・

・

・

・

り
こ
・

・

に
す
る
」
を
訳

し
て
い
る
。
ま
た
集
英
社
で
の
仕
事
と
し
て
は
シ
リ
ー
ズ
『
人
物　

中
国
の
歴
史
』
全
十
巻
別
巻
一
が
あ
る
。
各
巻
付
録
の
人
物
注
や

年
表
作
成
、
別
巻
『
故
事
と
名
言
で
つ
づ
る
中
国
史
』
の
一
部
執
筆
担
当
、
編
集
整
理
な
ど
に
当
た
っ
た
。
さ
ら
に
私
た
ち
の
大
学
時

代
に
現
代
評
論
社
か
ら
出
た
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
『
毛
沢
東　

文
化
大
革
命
を
語
る
』（
一
九
七
四
年
）
で
も
竹
内
実
氏
の
翻
訳
を
手
伝

っ
た
り
し
て
い
る
（
い
ず
れ
も
後
掲
リ
ス
ト
に
は
載
っ
て
い
な
い
）。
や
が
て
、
法
政
大
学
、
学
習
院
大
学
な
ど
で
も
中
国
語
の
非
常

勤
講
師
を
長
ら
く
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
苦
節
二
十
年
、
立
間
祥
介
氏
と
今
は
亡
き
西
野
広
祥
氏
に
よ
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学

部
に
中
国
語
専
任
教
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
は
一
九
八
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
、
教
授
に
昇
格
し
現
在
に
到
る
が
、
こ

の
間
、
一
九
九
三
年
に
は
慶
應
義
塾
の
派
遣
に
よ
り
、
北
京
中
央
戯
劇
院
に
一
年
間
留
学
し
て
い
る
。
受
入
れ
は
著
名
な
演
劇
研
究
者
、

田
本
相
教
授
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
経
済
学
部
専
任
教
員
就
任
後
も
非
常
勤
講
師
と
し
て
中
央
大
学
、
法
政
大
学
に
出
講
、
さ
ら
に
三
田

中
文
科
の
兼
任
講
師
と
し
て
専
門
の
中
国
現
代
文
学
の
授
業
も
担
当
し
た
。
塾
内
の
校
務
に
も
広
く
関
わ
り
、
主
な
と
こ
ろ
で
は
経
済

学
部
学
習
指
導
主
任
（
他
大
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
教
務
主
任
と
学
生
部
主
任
を
兼
ね
た
よ
う
な
役
職
）
や
運
営
委
員
（
経
済
学
部
で
は

こ
れ
が
学
部
執
行
部
に
当
た
る
）
な
ど
を
歴
任
、
日
吉
で
は
図
書
予
算
や
研
究
室
運
営
を
司
る
研
究
室
運
営
委
員
、
日
吉
の
全
紀
要
の

刊
行
母
体
で
あ
る
日
吉
紀
要
刊
行
委
員
会
委
員
長
の
任
に
も
当
た
り
、
本
誌
『
日
吉
紀
要
・
中
国
研
究
』
創
刊
に
尽
力
し
た
こ
と
は
上
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述
の
と
お
り
で
あ
る
。
日
吉
中
国
語
部
会
幹
事
と
し
て
も
部
会
予
算
、
会
合
の
設
定
な
ど
色
々
お
世
話
頂
い
た
。
さ
ら
に
、
現
文
学
部

長
の
関
根
謙
さ
ん
が
主
催
し
、
私
た
ち
日
吉
の
中
国
現
代
文
学
を
専
門
と
す
る
教
員
や
三
田
中
文
の
院
生
や
卒
業
生
が
参
加
す
る
日
吉

中
国
現
代
文
学
研
究
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
研
究
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
慶
應
着
任
後
の
竹
内
さ
ん

は
ま
さ
に
水
を
得
た
魚
の
ご
と
き
活
躍
で
あ
っ
た
。

次
い
で
、
竹
内
さ
ん
の
主
要
な
業
績
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
渋
る
本
人
か
ら
よ
う
や
く
提
供
を
受
け
た
リ
ス
ト
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

主
要
著
書
・
共
著
・
編
著

一
九
八
八
年
十
一
月	

『
史
記
小
事
典
』　　
　
　
　
　
　

徳
間
書
店	

共
著
（
編
者
・
久
米
旺
生　

丹
羽
隼
兵　

竹
内
良
雄
）

一
九
九
八
年
七
月	

『
三
国
志
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』　　
　

三
省
堂	

編
著
（
編
者
・
竹
内
良
雄
）

論
文
等

一
九
九
一
年
八
月	

「
魯
迅
と
母
と
ひ
と
つ
の
出
来
事
」	

『
日
吉
紀
要
・
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
№
8

一
九
九
三
年
三
月	

「
魯
迅
の
光
復
会
加
入
年
の
一
考
察
」	

『
日
吉
紀
要
・
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
№
11

一
九
九
五
年
六
月	

「
魯
迅
の
初
期
文
学
観
の
成
立
を
探
る

─
魯
迅
自
身
が
編
ん
だ
『
小
説
訳
叢
』
を
も
と
に
」

	
	

『
日
吉
紀
要
・
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
№
15

二
〇
〇
六
年
十
二
月	

「『
先
鋒
派
文
学
』
か
ら
の
離
脱

─
蘇
童
小
伝
そ
し
て
余
華
」　　
　
『
中
国
現
代
文
学
の
越
境
』
勉
誠
出
版

二
〇
〇
八
年
三
月	

「
遅
子
建
、
覚
え
書
き

─
北
極
村
か
ら
北
極
村
へ
」	『
日
吉
紀
要
・
中
国
研
究
』
第
一
号

翻
訳一

九
七
一
年
十
月	

「
野
百
合
の
花
」	

	
原
著
者
：
王
実
味	

河
出
書
房
『
現
代
の
中
国
文
学
』
第
十
二
巻

一
九
七
二
年
十
一
月	

『
史
記
Ⅵ
』	

共
訳	

原
著
者
：
司
馬
遷	

徳
間
書
店
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一
九
七
五
年
四
月	

『
十
八
史
略
Ⅱ
』	

共
訳	

原
著
者
：
曾
先
之	

徳
間
書
店

一
九
七
六
年
十
一
月	

『
史
記
』
上	

共
訳	

原
著
者
：
司
馬
遷	

さ
・
え
・
ら
書
房

一
九
七
七
年
二
月	

『
史
記
』
下	

共
訳	

原
著
者
：
司
馬
遷	

さ
・
え
・
ら
書
房

一
九
七
九
年
九
月	

『
三
国
志
Ⅳ
』	

共
訳	

原
著
者
：
陳
寿	

徳
間
書
店

一
九
八
〇
年
二
月	

『
三
国
志
別
巻
』	

共
訳	

原
著
者
：
陳
寿	

徳
間
書
店

一
九
九
〇
年
四
月	
『
顔
氏
家
訓
』	

共
訳	

原
著
者
：
顔
之
推	

徳
間
書
店

一
九
九
一
年
一
月	
「
あ
あ
、
古
い
航
路
よ
」 	
	

原
著
者
：
白
樺	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
十
六
号

一
九
九
二
年
七
月	

「
早
春
の
日
に
」	
	

原
著
者
：
馮
驥
才	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
二
十
二
号

一
九
九
五
年
四
月	

「
浄
火
」	

	

原
著
者
：
蒋
子
龍	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
三
十
三
号

一
九
九
六
年
二
月	

「
あ
の
人
は
生
き
て
い
る
」	

	

原
著
者
：
馮
驥
才	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
三
十
六
号

一
九
九
七
年
四
月	

「
ハ
ー
ト
の
ク
イ
ー
ン
」	

	

原
著
者
：
蘇
童	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
三
十
九
号

一
九
九
八
年
一
月	

「
恩
讐
」	

	

原
著
者
：
王
青
槐	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
四
十
二
号

一
九
九
八
年
十
月	

「
伝
え
て
く
れ
、
ツ
ル
に
乗
っ
て
行
っ
た
と
」	

原
著
者
：
蘇
童	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
四
十
五
号

一
九
九
九
年
四
月	

「
ね
え
、
雪
見
に
来
な
い
」	

	

原
著
者
：
遅
子
建	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
四
十
七
号

二
〇
〇
〇
年
四
月	

「
貨
車
」	

	

原
著
者
：
蘇
童	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
五
十
一
号

二
〇
〇
一
年
一
月	

「
煙
波
に
一
芥
の
舟
」	

	

原
著
者
：
聶
鑫
森	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
五
十
四
号

二
〇
〇
二
年
一
月	

「
用
意
は
い
い
？
」	

	
原
著
者
：
戴
来	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
五
十
八
号

二
〇
〇
二
年
十
月	

「
待
ち
な
が
ら
」	

	
原
著
者
：
戴
来	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
六
十
一
号

二
〇
〇
三
年
十
月	

「
突
然
に
」	

	

原
著
者
：
戴
来	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
六
十
五
号

二
〇
〇
四
年
七
月	

「
老
夫
婦
と
愛
馬
」	

	

原
著
者
：
遅
子
建	

蒼
蒼
社
『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
六
十
八
号

二
〇
〇
九
年
三
月	

「
思
い
出
す
ま
ま
に
」	

	

原
著
者
：
蘇
童	

『
日
吉
紀
要
・
中
国
研
究
』 

第
二
号
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こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
竹
内
さ
ん
は
主
要
に
は
中
国
現
代
文
学
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
が
、
中
国
の
古
典
に
関
す
る
造
詣

も
深
く
、
研
究
業
績
は
広
範
囲
に
わ
た
る
。
古
典
方
面
の
主
著
と
し
て
は
『
史
記
小
事
典
』、『
三
国
志
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
が
あ
る
が
、

後
者
は
陳
舜
臣
氏
が
監
修
者
と
し
て
序
を
寄
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
便
利
な
事
典
で
、
私
な
ど
も
折
々
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
訳
著
に

は
『
史
記
Ⅳ
』『
十
八
史
略
Ⅱ
』『
三
国
志
Ⅳ
』『
三
国
志
別
巻
』『
顔
氏
家
訓
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
竹
内
好
氏
が
門
下
の
中
国
現
代
文

学
研
究
者
ら
に
振
り
当
て
た
仕
事
で
も
あ
っ
た
。
先
に
触
れ
た
生
前
の
西
野
広
祥
氏
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
徳
間
の
古
典
シ

リ
ー
ズ
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
訳
者
の
皆
さ
ん
が
定
職
の
な
い
頃
、
ま
た
そ
の
後
も
随
分
と
経
済
的
に
助
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
れ
は
置
く
と
し
て
こ
れ
ら
の
本
は
専
門
研
究
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幅
広
い
一
般
読
者
層
か
ら
好
評
を
博
し
、
中
国
古
典
の
普
及
に
果

た
し
た
功
績
は
小
さ
く
な
い
。
さ
・
え
・
ら
書
房
版
の
『
史
記
』
は
児
童
向
け
の
本
だ
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
産
経
児
童
文
学
賞
を
受

賞
し
て
も
い
る
。

現
代
文
学
方
面
の
研
究
で
は
、「
魯
迅
と
母
と
ひ
と
つ
の
出
来
事
」、「
魯
迅
光
復
会
加
入
年
の
一
考
察
」、「
魯
迅
の
初
期
文
学
観
成

立
を
探
る―

魯
迅
自
身
が
編
ん
だ
『
小
説
訳
叢
』
を
も
と
に
」
な
ど
魯
迅
に
関
す
る
論
文
を
『
日
吉
紀
要
・
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
に
精
力
的
に
掲
載
、
さ
ら
に
当
代
の
作
家
、
蘇
童
、
余
華
、
遅
子
建
ら
に
関
す
る
論
文
、「『
先
鋒
派
文
学
』
か
ら
の

離
脱―

蘇
童
小
伝
そ
し
て
余
華
」（『
中
国
現
代
文
学
の
越
境
』
所
収
）、「
遅
子
建
覚
え
書―

北
極
村
か
ら
北
極
村
へ
」（『
日
吉
紀

要
・
中
国
研
究
』
創
刊
号
掲
載
）
を
発
表
し
て
き
た
。
ま
た
、
都
立
大
出
身
者
を
中
心
と
す
る
中
国
現
代
文
学
の
翻
訳
誌
、『
季
刊
中

国
現
代
小
説
』
に
も
多
く
の
優
れ
た
翻
訳
作
品
を
残
し
、
か
つ
編
集
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
個
人
的
好
み
で
言
え
ば
、
白
樺
の

「
あ
あ
、
古
い
航
路
よ
（
啊
，
古
老
的
航
道
）」
な
ど
を
選
ん
で
訳
し
て
い
る
の
は
慧
眼
だ
。
こ
う
し
た
竹
内
さ
ん
の
功
も
幾
分
か
寄
与

し
た
に
違
い
な
い
が
、『
季
刊
中
国
現
代
小
説
』
は
中
国
語
教
育
・
日
中
文
化
交
流
な
ど
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
の
研
究
業
績
に
授

与
さ
れ
る
第
六
回
「
日
中
学
院
倉
石
賞
」
を
一
九
九
四
年
度
に
受
賞
し
て
い
る
。
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竹内良雄さんの定年退職を送る

こ
こ
で
、
さ
ら
に
個
人
的
な
関
心
で
言
え
ば
、
延
安
時
代
の
中
共
の
官
僚
主
義
を
鋭
く
批
判
し
て
粛
清
さ
れ
た
王
実
味
の
文
章
「
野

百
合
の
花
」
の
最
初
の
邦
訳
者
が
竹
内
さ
ん
で
あ
る
こ
と
も
、
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
周
辺
を
研
究
し
て
き
た
者
と
し
て
は
奇
縁
を
感

ず
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
王
実
味
の
こ
の
文
章
は
と
て
も
美
し
い
心
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
毛
沢
東
の
「
文
芸
講

話
」
の
方
は
歴
史
的
使
命
を
と
う
の
昔
に
終
え
、
す
で
に
淘
汰
済
み
と
言
っ
て
い
い
が
、
王
実
味
の
「
野
百
合
の
花
」
は
時
間
の
審
判

に
い
ま
だ
堪
え
て
い
る
。
あ
る
意
味
そ
れ
は
不
幸
な
こ
と
と
言
え
な
く
も
な
い
が
。
本
編
が
収
録
さ
れ
た
河
出
書
房
の
『
現
代
の
中
国

文
学
』
第
十
二
巻
「
評
論
・
散
文
」
巻
は
竹
内
実
氏
の
解
題
に
な
る
。
実
質
的
に
竹
内
実
氏
の
責
任
編
集
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

で
竹
内
さ
ん
に
お
鉢
が
ま
わ
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
委
員
は
小
野
忍
・
高
橋
和
巳
・
竹
内
好
・
武
田
泰
淳
・

松
枝
茂
夫
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
時
代
の
な
せ
る
配
役
で
あ
っ
た
。
高
橋
和
巳
は
シ
リ
ー
ズ
完
結
を
見
る
こ
と
な
く
、
一
九
七
一
年
五
月

に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
十
五
の
私
が
竹
内
好
や
武
田
泰
淳
ゆ
か
り
の
浦
和
の
街
を
歩
き
な
が
ら
中
国
文
学
を
や
ろ

う
と
決
意
し
た
の
は
こ
の
時
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
忘
れ
よ
う
が
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
五
年
後
、
岩
波
書
店
か
ら
出
た
西
順
蔵
編
『
原

典
中
国
近
代
思
想
史
』
第
五
巻
「
毛
沢
東
思
想
の
形
成
と
発
展
」
に
収
録
さ
れ
た
「
野
百
合
の
花
」
の
翻
訳
者
は
丸
山
昇
氏
で
あ
っ
た
。

最
後
に
『
日
吉
紀
要
・
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
竹
内
さ
ん
の
一
連
の
魯
迅
関
連
論
文
に
つ
い
て
も

ひ
と
こ
と
言
い
添
え
る
な
ら
、
こ
れ
ら
は
堅
実
な
考
証
に
支
え
ら
れ
た
論
文
で
、
特
に
教
授
昇
格
論
文
で
も
あ
る
「
魯
迅
の
初
期
文
学

観
の
成
立
を
探
る―

魯
迅
自
身
が
編
ん
だ
『
小
説
訳
叢
』
を
も
と
に
」
は
一
九
九
三
年
の
北
京
留
学
中
に
魯
迅
博
物
館
で
調
査
し
た

『
小
説
訳
叢
』（
魯
迅
が
留
日
時
代
、
日
本
の
雑
誌
に
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
西
洋
文
学
作
品
を
自
ら
切
り
抜
い
て
保
存
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ

ー
ト
）
を
も
と
に
、
魯
迅
初
期
小
説
に
こ
れ
ら
諸
作
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
考
察
す
る
論
文
で
、『
魯
迅
研
究
月
刊
』
一

九
九
五
年
第
七
期
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
中
国
で
も
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
が
伺
え
る
。
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以
上
、
甚
だ
簡
単
な
紹
介
だ
が
、
竹
内
さ
ん
の
経
歴
と
業
績
の
一
端
を
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

時
の
た
つ
の
は
実
に
速
い
も
の
で
、
竹
内
さ
ん
は
日
吉
在
職
二
十
二
年
と
い
う
こ
と
だ
が
、
私
は
そ
の
う
ち
十
八
年
を
ご
一
緒
し
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
悠
揚
迫
ら
ぬ
為
人
は
近
く
に
い
る
者
を
心
和
ま
せ
る
一
方
、
基
本
的
に
的
確
な
状
況
判
断
と
事
務
処
理
能
力
は
、

後
続
の
私
た
ち
も
大
い
に
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
年
の
ご
厚
情
に
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

語
り
つ
く
せ
な
か
っ
た
こ
と
ご
と
は
、
ま
た
今
後
の
再
会
の
口
実
に
す
る
ま
で
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
高
度
成
長
期
以
前
を
知
る
、

昔
話
の
相
手
が
い
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
も
の
で
あ
る
。

擱
筆
に
あ
た
り
、
決
ま
り
文
句
で
は
あ
る
が
、
竹
内
さ
ん
ご
自
身
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
家
族
の
ご
健
勝
を
切
に
祈
念
す
る
次
第
だ
。

と
も
あ
れ
、
定
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

ま
だ
ま
だ
仕
事
が
続
く
に
し
て
も
、
と
り
あ
え
ず
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！


